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台湾高雄市大樹區観光プロモーション
　「
大
樹
」
同
志
の
交
流
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
台
湾
高
雄
市
大
樹
區
（
以
下
「
大
樹
區
」）

と
大
樹
町
は
、
同
じ
「
大
樹
」
の
名
が
縁
で

民
間
レ
ベ
ル
の
交
流
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
23
年
に
10
名
、
昨
年
10
名
が
大
樹
區
を

訪
問
、
平
成
24
年
柏
林
公
園
ま
つ
り
に
大
樹

區
か
ら
黄
區
長
以
下
17
名
が
来
町
し
、昨
年
、

大
樹
町
日
台
親
善
協
会
が
設
立
さ
れ
る
な
ど

交
流
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
地
方
創
生
先
行
型
交
付

金
事
業
と
し
て
、
本
年
５
月
開
催
の
高
雄
市

大
樹
區
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
チ

ま
つ
り
に
参
加
し
、
大
樹
町
の
産
物
を
持
ち

込
ん
で
Ｐ
Ｒ
す
る
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
初
め
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
民
間
主
体
で
大
樹
區
と
の
交
流

を
深
め
て
お
り
ま
し
た
が
、将
来
的
に
経
済
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
子
ど
も
交
流
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
分
野
で
の
交
流
を
図
り
た
い
と
町
が

予
算
を
計
上
、
商
工
会
、
農
協
、
漁
協
の
各

青
年
部
に
ま
つ
り
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
時
節
柄
厳
し
い
中
、
商
工
青
年
部

６
名
、
日
台
親
善
協
会
（
福
岡
孝
道
会
長
）

会
員
６
名
、
役
場
商
工
観
光
課
２
名
が
５
月

22
日
か
ら
25
日
３
泊
４
日
の
日
程
で
参
加
し

て
き
ま
し
た
。

　
お
ま
つ
り
へ
持
ち
込
む
の
は
カ
マ
ン
ベ
ー

ル
チ
ー
ズ
、
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
（
と
も
に

雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
大
樹
工
場
提
供
）、
時
鮭

の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
半
身
20
枚
、
昆
布
試

供
品
（
広
尾
漁
協
提
供
）、
子
ど
も
用
に
ヨ

ー
ヨ
ー
も
。
全
て
手
荷
物
で
段
ボ
ー
ル
や
発

泡
で
10
箱
ほ
ど
を
持
ち
込
み
、
千
歳
空
港
か

ら
高
雄
空
港
へ
。

　
約
４
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
午
後
11
時
30
分

高
雄
空
港
に
到
着
（
時
差
１
時
間
、現
地
時
間
）、

台
湾
政
府
が
日
本
の
輸
入
品
に
産
地
証
明
を

必
要
と
し
て
い
た
の
で
、
不
安
で
し
た
が
何

事
も
な
く
通
過
、
到
着
ロ
ビ
ー
で
は
深
夜
に

も
か
か
わ
ら
ず
大
樹
區
の
黄
（
お
う
）
區
長

夫
妻
は
じ
め
大
樹
區
公
所
（
役
場
）
の
方
々

に
出
迎
え
て
い
た
だ
き
感
激
し
ま
し
た
。

　
雨
不
足
だ
っ
た
大
樹
區
は
、
こ
の
日
か
ら

梅
雨
が
始
ま
り
、強
い
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
。

　

高雄空港で歓迎を受ける
左２人目李課長、10人目黄區長、８人目區長夫人

　
翌
日
は
大
樹
區
公
所
農
業
課
李(

り)

課

長
が
随
行
。高
雄
市
の
大
学
生
２
名
（
蘇
さ
ん
、

陳
さ
ん
）に
通
訳
と
し
て
同
行
し
て
い
た
だ
き
、

農
友
種
と
い
う
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
の
種
苗

を
生
産
し
て
い
る
会
社
や
、
ラ
イ
チ
を
収
穫

し
て
い
る
農
家
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
午

後
か
ら
い
よ
い
よ
ま
つ
り
会
場
へ
、幅
約
10
ｍ
、

長
さ
１
０
０
ｍ
程
の
Ｄ
型
ト
ン
ネ
ル
の
両
側

に
出
展
ブ
ー
ス
が
並
び
、
ラ
イ
チ
や
パ
イ
ナ

ッ
プ
ル
の
他
、
饅
頭
や
蜂
蜜
な
ど
地
場
産
品

を
販
売
、
私
た
ち
も
テ
ー
ブ
ル
２
つ
４
ｍ
程

の
ブ
ー
ス
で
準
備
開
始
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
カ

マ
ン
ベ
ー
ル
チ
ー
ズ
を
乗
せ
、
ス
ト
リ
ン
グ

チ
ー
ズ
を
細
く
割
き
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
に
鉄
板

を
乗
せ
時
鮭
と
野
菜
を
切
っ
て
午
後
３
時
の

開
会
を
待
ち
ま
し
た
。
ま
つ
り
の
来
場
者
は

日
本
か
ら
や
っ
て
き
た
ブ
ー
ス
に
興
味
深
々
、

周
り
は
既
に
人
だ
か
り
、
ブ
ー
ス
の
後
ろ
で

は
子
ど
も
た
ち
に
ヨ
ー
ヨ
ー
を
配
る
た
め
強

い
雨
（
時
折
ス
コ
ー
ル
）
の
中
、
商
工
会
青

年
部
員
が
ず
ぶ
濡
れ
で
準
備
、
ま
つ
り
が
始

ま
る
と
チ
ー
ズ
、
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
、
昆

布
を
求
め
る
人
々
で
長
蛇
の
列
、
初
め
て
食

家族総出でライチの収穫作業、
子どもも手伝う

まつり会場、アーチ型テント スコールの中、子どもたちの
ためヨーヨー作り

べ
る
（
と
思
わ
れ
る
）
日
本
の
食
品
に
笑

顔
で
ウ
ン
ウ
ン
と
頷
き
、
中
に
は
日
本
語

で「
お
い
し
い
」、「
売
り
も
の
は
な
い
の
？
」、

「
高
雄
市
の
ど
こ
で
買
え
る
の
？
」
と
い
う

人
も
い
て
気
に
入
っ
た
様
子
。
陳
菊
高
雄

市
長
も
わ
ざ
わ
ざ
お
越
し
に
な
り
、
チ
ー

ズ
と
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
を
試
食
し
ま
し
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
横
の
広
場
に
は
ス
テ
ー
ジ
が

設
置
さ
れ
、
色
々
な
演
技
や
表
彰
な
ど
が

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
福
岡
会
長
、

安
田
副
会
長
他
が
紹
介
さ
れ
、
陳
菊
市
長

に
大
樹
町
長
か
ら
の
親
書
を
手
渡
す
セ
レ

モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
５
時
過
ぎ
に
は
持
参
し
た
物
産
は

全
て
捌
き
き
り
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
宿
泊
し
て
い
る
イ
ー
ダ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
（
義
大
皇
家
酒
店
）
で
、
大
樹
區
に
よ

る
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
黄
区

長
は
じ
め
議
会
議
員
、
里
長
（
區
内
に
18

あ
る
里
、
大
樹
區
の
下
位
行
政
区
画
）
公

所
職
員
ら
30
名
ほ
ど
が
出
席
。
高
粱(

こ

う
り
ゃ
ん)

酒
で
台
湾
式
乾
杯
、
持
参
し

た
地
酒
「
十
勝
晴
れ
」（
帯
広
信
金
大
樹

支
店
提
供
）
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　
翌
日
は
昼
食
時
に
、
竹
寮
山
観
光
酒
廠

ステージで町長の親書を手渡す
左が陳菊高雄市長、右黄區長

交流会で「農業交流を」と語る
楊馥成さん

だ い じ ゅ く

まちの話題
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台湾　大樹區ってどんなところ？
　友好親善が深まっている台湾大樹區についてご紹介します。
●位　置　大樹區は台湾南部、高雄市の西南部に位置します。
●面　積　６６，９８１１㎢（大樹町の１２分の１、以下（ ）は大樹町
　　　　　との比較）
●人　口　４３，２３７人（約７．５倍）
●気　候　亜熱帯気候で平均温度は、２月が摂氏１８．６度 (－７．４度 )、
　　　　　６月が摂氏２８．７度（１４．５度）で、平均湿度は、年間で
　　　　   ３月６０% から８月８１% の間です。
　　　　　平均年間降水量は１，１３４mm（１，０２５mm）です。雨は、
　　　　　１２月が最も少なく、台風シーズンの６月から８月に月
　　　　　別の最大降水量を記録します。
●歴　史　１９１４年台湾総督府の日本人技師飯田豊二が設計して建
　　　　　造した下淡水渓 ( かたんすいけい ) 鉄橋（別名高屏 ( こ
　　　　　うへい ) 旧鉄橋）が開通しました。
 　　　　  全長１，５２６ｍのこの橋は、竣工当時アジア最長、「東洋
　　　　　一の橋」とされ、現在は天空歩道として保存されています。
　　　　　２０１４年９月６日開通１００年記念式が行われ、大樹町
　　　　　から１０名が参加しました。式典で下淡水渓鉄橋の模型
　　　　　を贈られ、役場ロビーに展示しています。
●産　業　毎年５月下旬にライチ＆パイナップルまつりが開催され
　　　　　るほどライチ、パイナップル生産が盛んで、ライチは台
　　　　　湾の８割を生産しているといわれています。

だ い じ ゅ く

大樹區➡

の
楊
豊
茂
会
長
、
沖
縄
出
身
楊
馥
成
さ
ん
を

招
き
、
黄
区
長
ほ
か
公
所
職
員
を
交
え
て
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
竹
寮
山
観
光
酒
廠
は
、
観
光
農
園
の
他
、

世
界
一
の
高
粱
酒
、
ワ
イ
ン
、
梅
酒
、
ウ
ー

ロ
ン
茶
な
ど
の
飲
料
を
製
造
、
日
本
に
も
輸

出
し
て
い
ま
す
。
楊
会
長
は
「
農
産
物
を
加

工
し
て
商
品
に
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
皮
は
捨
て
ら
れ
る
が

酵
素
が
取
れ
、
酒
の
原
料
に
な
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
楊
馥
成
さ
ん
は
沖
縄
出
身
、
24
歳
ま
で
日

本
人
だ
っ
た
。
現
在
94
歳
、「
無
農
薬
栽
培

を
続
け
て
き
た
、
５
年
前
か
ら
沖
縄
に
行
き

来
し
て
い
る
。
日
本
で
学
ん
だ
教
員
は
北
海

道
出
身
だ
っ
た
。
植
物
が
元
気
な
ら
病
害
虫

は
な
い
、
農
業
に
関
し
交
流
し
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
大
樹
町
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
肉
料
理
が
多
い

よ
う
だ
が
魚
は
好
む
か
」、「
高
齢
者
介
護
の

状
況
は
」、「
ラ
イ
チ
ま
つ
り
の
実
施
主
体
は
」

な
ど
質
問
が
あ
り
、
盛
ん
に
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
交
流
会
の
後
、
大
樹
區
を
離
れ
高
雄
市
中

心
街
の
ホ
テ
ル
に
移
動
、
大
樹
區
公
所
に
よ

り
「
お
別
れ
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
黄
區
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
友
好
都
市
に
な

れ
ば
文
化
面
な
ど
広
く
交
流
し
た
い
、
い
ず

れ
大
樹
町
長
が
来
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
福
岡
会
長
は
「
今
回
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
大
樹
の
物
産
を
持
っ
て
こ
れ
て

良
か
っ
た
。
區
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
て
手
応
え
を
感
じ
た
。
ま
た
来
た
い
と
思

う
の
で
そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

と
応
え
ま
し
た
。

　
翌
朝
は
４
時
集
合
、
大
樹
區
公
所
の
李
課

長
が
見
送
り
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。（
最

初
か
ら
最
後
ま
で
す
っ
か
り
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。）
高
雄
空
港
か
ら
台
北
空
港
、

千
歳
空
港
、
バ
ス
で
大
樹
へ
移
動
と
ハ
ー

ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
皆
無
事
に

帰
省
し
ま
し
た
。

　
阿
部
嘉
孝
大
樹
町
商
工
会
青
年
部
長
は
、

「
大
樹
區
の
方
々
に
は
と
て
も
熱
烈
な
歓

迎
を
し
て
頂
き
感
動
し
た
。
商
工
会
青
年

部
か
ら
６
名
が
参
加
し
た
が
、
今
回
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
大
樹
町
の
生
産
物
が
、

台
湾
で
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
手

応
え
を
感
じ
た
。
次
回
は
農
業
、
漁
業
の

青
年
部
も
交
流
だ
け
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
を
探
す
意
味
で
も
ぜ
ひ
と
も

参
加
し
て
欲
し
い
！
」
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。

　
初
め
て
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

こ
の
よ
う
に
大
樹
區
の
お
世
話
に
な
り
な

が
ら
、
ま
つ
り
の
出
展
も
大
盛
況
で
今
後

の
取
り
組
み
に
手
ご
た
え
を
感
じ
る
と
と

も
に
、収
穫
の
多
い
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

（鈴なりのライチ）日本では完熟

採れたてはなかなか味わえない

台湾高雄市大樹區観光プロモーション参加者

　　　　（大樹町日台親善協会）福岡孝道、安田清之、石山新一、三木俊昌、寺嶋誠一、安田信子

　　　　（大樹町商工会青年部）阿部嘉孝、一戸勉、杉村聡、播間淑晃、柿本聡史、重松和希

　　　　（大樹町商工観光課）黒川豊、藤谷満伸

今回のメンバー農友種前で
右前一人目農友種の方、二人目李課長、
左前一人目陳さん、二人目蘇さん

まちの話題


